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キリスト教布教の名目で日本に来たポルトガルの宣教師達は何をしたのか？

本音は領土拡大の先兵と交易による利益確保。

日本の歴史教育ではキリシタン殉教者の悲劇は教えます。

しかし、天正少年使節団が報告した数10万人規模の日本人女性が奴隷として売買されていた悲劇（宣教師が仲立ち）を、
火薬一樽で50人の娘が売られていった悲劇を、どうして教えないのでしょうか？

イエズス会のアルメイダは戦国時代末期の日本を訪れたポルト

ガル人。商人であったが、医師の免許を持ち、西洋医学を日本

に導入して日本初の病院をつくったことで知られる。一方、布教

地の神社仏閣をぶち壊させている。キリスト以外に神はいらな

い。

ガスパール・コエリョ（Gaspar Coelho、1530年-1590年5月7日）は
ポルトガル出身で戦国時代の日本で活動したイエズス会司祭、

宣教師。イエズス会日本支部の準管区長をつとめた。

徳富蘇峰の近世日本国民史に、秀吉の朝鮮出兵従軍記者の

見聞録がのっています。

『キリシタン大名、小名、豪族たちが、火薬がほしいぱかりに女

たちを南蛮船に運び、獣のごとく縛って船内に押し込むゆえに、

女たちが泣き叫ぴ、わめくさま地獄のごとし』

改宗ユダヤ人であるザヴィエルは日本をヨーロッパの帝国主義

に売り渡す役割を演じ、ユダヤ人でマラーノ(同じく改宗ユダヤ
人)のアルメイダは、日本に火薬を売り込み、交換に日本女性を
奴隷船に連れこんで海外で売りさばいたボスの中のボスであつ

た。

キリシタン大名の大友、大村、有馬の甥たちが、天正少年使節

団として、ローマ法王のもとにいったが、その報告書を見ると、

キリシタンの悪行が世界に及んでいることが証明されよう。

『行く先々で日本女性がどこまでいっても沢山目につく。ヨーロッ

パ各地で50万もいるという。
肌白くみめよき日本の娘たちが秘所まるだしにつながれ、もて

あそばれ、奴隷らの国にまで転売されていくのを正視できない。

鉄の伽をはめられ、同国人をかかる遠い地に売り払う徒への憤

りも、もともとなれど、白人文明でありながら、何故同じ人間を奴

隷にいたす。

ポルトガル人の教会や師父が硝石(火薬の原料)と交換し、イン
ドやアフリカまで売っている』

豊臣秀吉は準管区長コエリヨに対して次のように命じています。

『ポルトガル人が多数の日本人を奴隷として購入し、彼らの国

に連行しているが、これは許しがたい行為である。

従って伴天遠はインドその他の遠隔地に売られて行ったすぺて

の日本人を日本に連れ戻せ。』

２００２．７．９日付北國新聞の「バテレン追放令」も当時の

「宣教師達による日本人女性人身売買」について触れて

います。

豊臣秀吉のバテレン追放令第１０条の「日本人を南蛮に

売り渡す（奴隷売買）ことを禁止」を紹介し、次のように述

べています。

『バテレン船で現実に九州地方の人々が外国に奴隷とし

て売られていること―などが分かる。秀吉の追放令は、

ある意味で筋の通った要求だった。』

豊臣秀吉は、この奴隷狩りを止めさせるために、イエズス

会の司祭、コエリュに詰問しています。

「九州に来る西洋の商人たちが日本人を多く購入し連行

していることをよく知っている。いままで誘拐して売り飛ば

した日本人を返せ。それが無理なら、ポルトガル船に買

われて、日本にいる監禁されている日本人だけでも開放

しろ。そんなに金が欲しいなら、代金はあとで渡す。」

これにコエリュが答えて「日本人売買の禁止はかねてか

らのイエズス会の方針である。問題なのは、外国船を迎

える港の領主（キリシタン大名や天草四郎）であり、厳しく

日本人の売買を禁止しない日本側に責任がある。」

このやり取りで、秀吉は激怒し、奴隷売買禁止令を発しま

す。

天草四郎があれだけ最新鋭の鉄砲で武装できたのも、奴

隷狩りの豊富な資金があったからです。

彼らは現在の絵や小説やドラマに描かれているようなム

シロ旗に竹槍の武装などしてないんですね。

鎧を着て、銃で武装した組織的武士団です。

戦前までは、この事実はよく知られていたそうです。

そのため、古い物語などに出てくる天草四郎は魔回転生

に出てくるような化け物として描かれています。

しかし、戦後はあべこべに日本人がキリスト教徒を迫害し

たのだと教科書で教育しています。

奴隷貿易で子供や女性を連行されたのは日本人の方な

のに。


